
 

 

 

遠藤 いさみ 「アフリカから世界に出会おう、体験しよう」 

 

 

 

 

【実践者】 

氏名 遠藤いさみ 

 

学校名 栃木県立富屋特別支援学校 

対象学年 中学部２年 

担当教科等 全科 

実践年月日もしくは期間（時数） 令和７年９月３０日（３時間） 

 

【実践概要】 

 
総合的な学習の時間 

 

 
① 単元名 

「世界に出会おう」 

 

② 単元目標 

他国の人との交流を通して国際的な文化や生活に触れ、互いのよさや他国への興味関心をもつ

ことができる。 

 

③ 関連する学習指導要領上の目標 

総合的な学習の時間に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさに気付き、積極的に社会

に参加しようとする態度を養う。 

（『中学校学習指導要領』第４章総合的な学習の時間第１目標） 

 

 
① 知識及び技能 

世界には様々な生活や文化があることを知り、それぞれの良さに気付くことができる。 

 

② 思考力、判断力、表現力等 

多様な文化を多面的に捉え、世界の現状を知ることで、自分の考えを表現することができる。 

 

③ 学びに向かう力、人間性等 

多様な文化を知り、互いを尊重し認め合おうとする。 

 

 

１． 実践する教科・領域 

２． 単元名と単元目標 

３． 単元の評価基準 

アフリカから世界に出会おう、体験しよう 



 

 

 
① 単元設定の理由 

  他国の多様な文化や生活について知り、日本とウガンダの文化の違いや面白さに気付き、世

界の国に興味関心を広げられることを目指し、本単元を設定した。 

 

② 単元の意義 

  １・２時間目は、世界には様々な文化があり食事や生活など多様であることを知ることで他国

への興味関心をもてるようにした。教師がウガンダで体験したことを写真や動画で伝えたり現地

のものを用意して直接触ったりすることで日本とのつながりや他国のよさに気付けるようにした。 

  ３時間目は、２国間の互いのよさを認めながら多様な文化を体験し、気付いたことや感じたこ

とを伝えたり、積極的に国際交流を楽しんだりできるような学習を取り入れた。 

 

③ 児童/生徒観 

本学年は、知的障害をもつ生徒が在籍する中学部２年生、32名である。生徒たちの実態は異な

るが日本以外の有名な国の名前や国旗を知っていたり、ＡＬＴとの学習でも意欲的にコミュニケー

ションを取ったりするなど積極的に学習に取り組む様子が見られる。しかし、海外に行くことが容

易ではないことや生活経験の少なさから国際文化に触れる経験が少ないことが現状である。 

 

④ 指導観 

生徒一人一人の実態が異なるため、生徒たちにとって身近で興味関心をもつ写真を取り入れ

たり、「見る、聞く、嗅ぐ、触れる」など色々な感覚から他国の様子を感じたりできるように教材を

工夫した。また、実際に研修員と直接関わる時間を設け、互いを認め合い楽しく国際交流ができ

るよう指導していきたい。 

 

 

回 
テーマ 

方法・内容 使用教材等 
ねらい 

1 

 

「海外の友達にうちわを作ろう」 ・国旗や写真を提示して、教師が

訪れるウガンダ共和国について

簡単に紹介をする。 

・各学級でうちわ作りを行う。日

本らしいイラストを貼ったり、メ

ッセージを書いたりする。 

パワーポイント、うち

わ、イラスト、折り紙、

カラーペン 
ねらい：ウガンダについて知り、興

味関心を持つことができる。 

2 「ウガンダ（アフリカ）を知ろう」 ・うちわを渡した現地の子どもの

反応を伝えたり写真を見せたり

する。さらにウガンダの暮らしに

ついて伝える。 

パワーポイント、ウガ

ンダシリング、アフリカ

布、ラップ芯、折り紙、

テープ、ボンド、ストロ

ー、米 

ねらい：写真からウガンダについて

知り、現地のものを実際に見たり

触れたりする。 

3 

本時 

「アフリカを感じよう、体験しよう」 ・教師海外研修に参加した教師

によるウガンダクイズでアフリカ

について知る。 

・現地語講習や体験活動を通し

て国際交流を行う。 

パワーポイント、籠、ポ

リタンク、アフリカ布、

服、楽器、音源、プロジ

ェクター 

ねらい：アフリカの生活や文化を体

験し、現地から来た人々との国際

交流を楽しむことができる。 

 

 

 

 

 

４． 単元設定の理由・単元の意義 

５． プログラム計画 



 

 

 
時間 （３/３時間目） 

本時のねらい 
他国の生活や文化を体験し、現地から来た人々との国際交流を楽しむことがで

きる。 

過程 

(時間) 

教員の働きかけ・発問および学習

活動・指導形態 
指導上の留意点（支援） 資料（教材） 

導入 

（５分） 

１．前時の振り返り ・前時までの授業を受けていない生

徒も理解できるように、教師が教師

海外研修に参加したことやアフリカ

について簡単に紹介する。 

パワーポイント 

世界地図 

展開 

（１０分） 

 

 

 

 

 

 

 

（１５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１５分） 

２．ウガンダクイズ 

 
 

 

３．あたまのせ、タンク運び体験、お

土産コーナー 

 

 
 

４．ダンス交流 

 

 

 

 

・ウガンダクイズや写真を通して他国

の食事や生活、文化について理解を

深める。 

・サプライズで研修員に登場してもら

い国際交流への期待感をもつ。 

・ウガンダ人研修員が実際に取り組

む様子を見てから生徒数名が体験す

る。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

・研修員からのウガンダやルワンダ

のダンスを紹介してもらう。学年ご

とにまとまり、研修員は各学年に１～

２名ずつ分かれて一緒に踊る。 

パワーポイント 

 

 

 

 

 

 

 

籠 、ポリ タン

ク 、 ア フ リ カ

布、手作り楽

器、音源 

まとめ 

（５分） 

５．まとめ ・生徒数名に質問や感想を発表して

もらい研修員に伝える。 

 

 

 

６． 本時の展開 



 

 

 
・他国の生活や文化を知り、興味をもって体験や国際交流を行うことができたか。 

 

 
・JICA筑波 長期研修員（宇都宮大学在籍）、JICA筑波職員 

 
【ウガンダを知ろう】 

・カンパラ市内の様子を動画で見たときに、初めて見る光景になかなか画面を注視することがすくな

い生徒も興味をもって映像を見る姿が多く見られた。 

・自動車やバイクがたくさんいる道路では、「道路の線がない。」「たくさんバイクが走っていて危ない。」

などと日本との違いに気付く生徒がいた。 

・あしながウガンダで披露してくれたダンスでは、自然と身体を揺らし他国の音楽に親しむことができ

た。 

 

【アフリカを感じよう、体験しよう】 

・研修員に自分から関わろうとする生徒が多くいた。手をつないでダンスをしたり、ハイタッチで称賛し

たり言葉がなくてもつながることができた。 

・ダンス交流では、自分から研修員に近づいて手を繋いだり、自分の知っている英語で話し掛けたりす

る生徒の姿が見られた。 

・現地語をすぐに覚えてありがとうと伝えることができた。「ムラコゼ」「ウェバレニョ」と話し掛けて積

極的に交流することができた。 

 

 
① 成果が出た点 

・アフリカついて分かる、分からないに関わらず、自分の知らないことに対しても興味をもって取

り組んでみようという姿勢が見られ、生徒一人一人が様々な感覚から他国を感じることができた

と思う。 

・ウガンダやルワンダの現地語で「ウェバレ」、「ムラコゼ」など日本語でありがとうという言葉を覚

えて自分から研修員に伝え、国際交流ができていた。 

 

② 苦労した点 

・学部全体での授業としたため約 100 名の実態差も幅広い生徒に対してスムーズに学習活動を

展開させたり、少ない時間でも一人一人がアフリカの文化を感じたりできるように配慮したこと。 

 

③ 改善点 

・今後、国際理解の授業を行っていくうえで外部の方が授業に関わってくださるときには、ねらい

や意図してほしいことをうまく伝えられるようにする。 

 

④ 自由記述 

・本単元の学習を通して、想像以上に生徒たちが他国に興味関心をもっており、他国に関する理

解が深い生徒がいることが分かった。また、自然と自分の知っている英語を使いコミュニケーショ

ンを取ろうとする意欲的な姿も見られ生徒にとっても貴重な国際交流の機会となった。今後も、

積極的に国際理解教育について学び、より多くの生徒が世界の国々の人と繋がりを感じることが

できるような機会を作っていきたい。 

 

 

７． 評価規準に基づく本時の評価方法 

８． 学校外との連携 

９． 生徒の学びの軌跡 

１０． 自己評価 



 

 

 
・授業の様子を学校ホームページに掲載 

・2024年度 JICA筑波 教師海外研修参加教師や JICA海外協力隊の経験のある教師にも授業実践

の協力や教材提供を協力してもらった。 

 

 
教師自身が体験してきたことの中から生徒にとって身近な事柄を写真や動画で伝えることでウガ

ンダの文化を知ったり、他国の見たことのない光景に興味をもったり、驚いたりする姿が見られた。

今回の授業で完結することなく、生徒が自国のよさを感じたり国際社会の一員として積極的に世界

と関わったりすることを目指して今後も継続して授業を行っていきたい。 

 

 
資料名 著者名等 出版元、URL等 

JICA 中部教師海外研修

ガイドブック 

NPO法人 NIED・国際理解教育センター 独立行政法人国際協力機構 

中部センター 

 

 
【授業で使用したパワーポイント】 

  
  

  
  

  
  

１１． 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

１２． 自由記述 

１３． 参考資料 

１４． 本時で使用した資料 



 

 

  
  

  
  

  
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


